
「生物多様性国家戦略」「外来生物法」対応

地域で採種し、採種地・採取日などトレーサビリテイーが確保された苗です。
国立公園などの自然公園内においても、安心してお使いいただけます。
土のうで砂を溜め、砂の移動に適応して生きている海浜植物の生育でさらに砂を捕捉して
いきながら、もともとあった海浜の植物で植生被覆していく、自然に学んだ技術です。

施工例

飛砂防止緑化用　海浜植物土のう
～～　地域の海浜植物を育てて、土のうで導入　～～

ハマニンニク土のう

港湾浚渫土砂　飛砂防止緑化試験

ハマニンニク土のう

2006年6月

設置時

浚渫した砂の上に海浜植物
土のうを設置

飛砂を捕捉していきながら
ほぼ被覆された。2007年7月

１年後

2008年7月

２年後
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砂を捕捉しながら地下茎を伸ばして生え、そこでまた砂を捕捉して群落を広げていく（海浜植物の特性）

1年後

種子精選

地域の生態系は、長い期間をかけて微妙なバランスのもとで成立しています。

地域生態系の保全のため、自生種、さらには地域性系統の使用が求められています。

群落調査
種子採取

播種

現地採取

苗の育成

発芽

育成苗入り土のう育成

設置時 2年後


